
これからの学術情報システム構築検討委員会

これからの学術情報システム
構築検討委員会とメタデータ

これからの学術情報システム構築検討委員会

システムワークフロー検討作業部会主査

飯野勝則（佛教大学）



これからの学術情報システム構築検討委員会

（DC-NDL）

変換機能

各領域の

つなぎ役経由

ポリシーに

応じた収集

（junii2は将来JPCOARスキーマへ移行）

サブつなぎ役として

図書館で集約する

地域/分野の

デジタルアーカイブ

学内各所の

デジタルアーカイブ
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「これからの学術情報システムのメタデータ収集・作成
方針について（案）」【ドラフト版】

https://contents.nii.ac.jp/korekara/about/sw_wg/documents, (accessed 2022-05-19)

https://contents.nii.ac.jp/korekara/about/sw_wg/documents
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「これからの学術情報システムの在り方について
（2019）」

2015年（平成27年）に公開された「これからの学術情報システ

ムの在り方について」を改訂する形で，2019年（平成29年）に

公開された文書

「（2019年）現在の目録所在情報サービス機能を維持しつつ，

電子情報資源への対応等，より豊かな機能を各機関が選択的に

導入できるシステムの実現に向け，2022 年を目処とした進む

べき方向性，次に取り組むべき課題，及び検討体制を提示す

る」ことを目的に作成された
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「在り方（2019）」が示す「進むべき方向性」（１）



これからの学術情報システム構築検討委員会

「在り方（2019）」が示す「進むべき方向性」（２）

これらを具現化させるためには，図書館をめぐるさまざまなシステムや

サービスを設計する必要があることに加え，その中で提供されるメタ

データがシステムやサービス，利用者にとって適切かつ望ましいもので

あることが求められる

とくに（４）（５）では，メタデータが主役ともいうべき位置づけ
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ご清聴ありがとうございました


